
苫小牧工業高等専門学校学術情報センターネットワークシステム利用規則 
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 （趣旨） 

第１条 苫小牧工業高等専門学校学術情報センター情報システム利用規則第１条の規定

に基づき，苫小牧工業高等専門学校（以下「本校」という。）のローカル エリア ネット

ワーク（以下「ＬＡＮ」という。）であるネットワークシステム（以下「校内ＬＡＮ」と

いう。）の利用について定めるものとする。 

 

 （管理運営） 

第２条 校内ＬＡＮは，本校の各種コンピュータが相互に通信するために設置され，校内

共同利用のためのデータ通信網で，高速幹線ＬＡＮ及び校内の各部署に設置された情報

コンセントまでの支線ＬＡＮにより構成され（本校学術情報センター（以下「センター

」という。）が管理する，校内のＬＡＮを利用した情報交換・管理に使用される機器等も

含むものとする。），センターが管理運営する。また,センター長は校内ＬＡＮの管理運営

の一部を外部の業者等に委託することができる。この場合センター長は，業者等にも本

校の情報セキュリティポリシー(以下「ポリシー」という。）を遵守させるものとする。 

２ センターが設置した情報コンセントに接続し，あるいは接続しないで創造工学科，専

攻科，センター，地域共同研究センター及び事務部（以下「学科等」という。）が教育，

研究及び事務用ＬＡＮを構築した場合（個人が設置した研究室単位のＬＡＮは除く。）は，

センター長に別紙第１号様式で申し出ることにより，センター長は学科等の長に管理運

営の責任を委任するものとし，学科等の長は，そのＬＡＮに対して独自にセキュリティ

ポリシー，実施手順書及び個人マニュアル（以下「学科等ポリシー」という。）を作成し，

適用することができる。 その場合，学科等の長はセンター長に学科等ポリシーを一部提

出しなければならない。ただし，学科等が設置したＬＡＮが校内ＬＡＮと接続されてい

る場合，独自に作成した学科等ポリシーが，本校ポリシー及び上位プロバイダーの利用

目的（ＡＵＰ)(以下「本校セキュリティポリシー等」という。) に反している場合は，

接続点にゲートウエイを設置し，本校セキュリティポリシー等に反しないようデータの

制限を行うか，学科等ポリシーを本校セキュリティポリシー等に整合するように改正し

なければならない。また，センターは，管理運営を委任したＬＡＮによって生じた損害

の責を負わない。 

 

 （利用の目的） 

第３条 校内ＬＡＮは，本校施設利用規則（以下「施設利用規則」という。）第２条に定

める目的に利用することができる。 

 



（利用者の範囲） 

第４条 校内ＬＡＮを利用できる者（以下「利用者」という。）は，施設利用規則第３条

第１項各号に掲げる者とし，研究生，科目等履修生，特別聴講学生を含む。ただし、一

般利用者はセンター長が特に認めた者に限る。 

 

 （登録申請） 

第５条 前条に定める第２号の利用者のうち本校教職員が，校内ＬＡＮにコンピュータ等

（以下「校内ＬＡＮ端末」という。）を接続しようとする場合は，校内ＬＡＮ端末毎にセ

ンター長に校内ＬＡＮ端末登録申請（以下「登録申請」という。）を行い，ＩＰアドレス

の付与を受け，接続した校内ＬＡＮ端末を適切に管理しなければならない。本校教職員

以外の利用者（以下「その他利用者」という。）が校内ＬＡＮに校内ＬＡＮ端末を接続し

ようとする場合は，その他利用者に対して責任を負う本校教職員が登録申請を行い，接

続した校内ＬＡＮ端末を管理し，その他利用者に本規則を遵守させなければならない。 

２ 利用者が電子メールを利用するときはユーザー登録申請を行い，ユーザー名の付与を

受けなければならない。ただし，利用者のうち本校学生のユーザー名は,センターが一括

して付与するので申請は要しない。 

３ 本規則に定めるもののほか，校内ＬＡＮ端末登録申請，ユーザー登録申請及び，ＷＥ

Ｂサーバプログラムの利用に必要な事項については，センター委員会の議を経て，セン

ター長が別に定める。 

 

 （センター長の権限・義務・免責事項） 

第６条 校内ＬＡＮ及び情報システムの技術的なセキュリティに関する事項であって，か

つ被害の拡大防止のため緊急の技術的対応が必要な場合，センター長は次の各号に掲げ

る権限を行使することができる。 

一 緊急の場合，事前に通告することなく，利用者の校内ＬＡＮ利用に制限を加えるこ

と。 

二 校内ＬＡＮ管理の一環として，本規則及び法令等に違反している疑いのある利用者

の利用内容を調査すること。 

三 利用者が本規則若しくはセンター長の指示に従わない場合，又は校内ＬＡＮの運営

に重大な障害を生じさせるおそれがある場合には,警告を発し,利用を停止すること。 

２ センター長は，校内ＬＡＮを円滑に運営する責任を負い，校内ＬＡＮを停止するとき

はあらかじめ通知するものとする。ただし，緊急の場合，事前に通知することなく，校

内ＬＡＮを停止できるものとする。また，センター長は利用者の通信の秘密，利用者の

個人情報の管理及び情報セキュリティ管理に責任を負う。なお，利用者のユーザー名及

び氏名等の個人情報はネットワークの運用並びに管理のために利用することとし，他の

目的で使用する時は当該利用者の事前の承諾を得ることとする。ただし，次の各号に掲

げる場合には事前の承諾なしに利用することがある。 

一 法的義務の履行のために必要な場合 

二 個人情報から特定できる者の生命，健康，財産等の重大な利益を保護するために必

要な場合であって，本人の同意を得ることが困難な場合 

三 法あるいはポリシーに対する違反が行われていると認められる具体的な理由があ

る場合 



四 他の法令で認められる場合（プロバイダー法等） 

五 本校業務運営に必要なために，教職員及び学生の電子メールアドレスを公開する場

合 

３ 本校は校内ＬＡＮの管理運営に重大な故意過失がある場合を除き，利用者が校内ＬＡ

Ｎの利用あるいは利用できなかったことにより生じた，精神的，物質的及び金銭的な損

害に対する一切の責任を負わない。なお，利用者が校内ＬＡＮを利用することよって第

三者に与えた損害については，本校は一切の責を負わず利用者本人が解決することとす

る。 

 

 （利用者の義務及び責任） 

第７条 利用者は本規則次条に定める禁止事項ほか，次の各号に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。 

一  利用者は自己のユーザーＩＤで行うすべての操作に対して責任を負うこと。 

二  利用者は自己のファイルを，他者の不適切な操作から保護すること。 

三  利用者はセンター長から指示があった場合，それに従うこと。また，指示に従い自

己の管理する校内ＬＡＮ端末にウィルス対策ソフトをインストールし，ウィルスパタ

ーンを最新のものに更新するほか，セキュリティ対策上問題となるソフトウエアの欠

陥（セキュリティホール）を修正するプログラムを，自己の責任によって適用するな

どの責任を負うこと。 

四 利用者は校内ＬＡＮの使用時に，他の利用者に対して身体的，精神的いやがらせ行

為等を行ってはならない。 

五  利用者は校内ＬＡＮを利用するに当たって，社会通念上及びネットワーク利用上の

一般的なマナーを守ること。なお，本校学生は校内ＬＡＮを使用するに当たってセン

ターが実施する講習会を受講すること。 

六  センター所有の校内ＬＡＮ端末等の機器を借用した者は，適切に扱い期日までに返

却すること。 

七  利用者は自己及び他者のプライバシー並びに個人情報の保護や尊重に努めること。 

八  利用者は校内ＬＡＮと接続されている外部ネットワークを利用する場合，そのプロ

バイダーに利用目的制限等がある場合には，それを遵守すること。 

 

 （禁止される事項） 

第８条 校内ＬＡＮの利用に当たって，次の各号に掲げる事項に該当する場合は，当該法

令等に基づいた処罰を受け，責任を問われることがある。また，第６条に定めるセンタ

ー長による利用規制のほか，関係委員会による処分及び次条に定める賠償を科されるこ

とがある。 

一 国内の法令に反する行為 

二 著作権・特許権等の知的所有権を侵害する行為 

三 わいせつ等不適切な内容の画像，文書等を送信する，公序良俗に反する行為 

四 政治，宗教活動及び営利活動等，校内ＬＡＮ利用の目的外となる行為 

五 ユーザーＩＤ及びパスワードを第三者に使用させ，また，他者のユーザーＩＤ及び

パスワードを不正に使用しあるいは使用させる等，校内ＬＡＮの不正な利用を助ける

行為 



六 他者を誹謗中傷し又は名誉若しくは信用を傷つける行為 

七 他者を詐称する等，詐欺等の犯罪に結びつく行為 

八 チェーンメール（無限連鎖メール），迷惑メール（広告や勧誘など主に営利目的で

大量に配信される電子メール）及び他者が嫌悪感を抱く内容のメールを送信する行為 

九 校内ＬＡＮの運用に支障を及ぼす行為 

十 他者の財産又はプライバシーを侵害する行為 

十一 有害なコンピュータプログラム等を送信し書き込む行為又は利用者個人が利用

できる情報以外の情報を改ざん又は消去する行為 

十二 その他各号に該当するおそれのある行為あるいはこれに類する行為       

 

 （校内ＬＡＮに関わる賠償責任と負担） 

第９条 利用者が，故意又は重大な過失により校内ＬＡＮ等を損傷したときは，その損害

に相当する費用を利用者が負担しなければならない。 

 

 （雑則） 

第10条 この規則に定めるもののほか，校内ＬＡＮの利用に関する必要な事項は，センタ

ー委員会の議を経て，校長が定める。 

 

          附  則 

この規則は，平成16年９月２日から施行し，平成16年４月１日から適用する。 

          附  則 

この規則は，平成18年４月１日から施行する。 

          附  則 

この規則は，平成27年４月14日から施行し，平成27年４月１日から適用する。 

          附  則 

この規則は，平成28年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 



 

別紙第１号様式（第２条関係） 

                                                 

  年  月  日 

 

Ｌ Ａ Ｎ 構 成 届 

 

学術情報センター長 殿 

 

                   学科長等氏名          

 

下記のとおり，ＬＡＮを構成しましたので報告します。 

ＬＡＮ管理責任者氏名  

Ｌ Ａ Ｎ 設 置 場 所  

ＬＡＮ構成コンピュータ 
サ ー バ ー    台   ク ラ イ ア ン ト 

台 

（OS      ） （OS        ） 

Ｌ Ａ Ｎ の 使 用 目 的 
□ 教 育 用  □ 事 務 用 

□  研 究 用  □ その他

(          )  

Ｌ Ａ Ｎ 設 置 日        年   月   日 

校内ＬＡＮとの接続の有無 
□ 接続している  (情報コンセント番号) 

□ 接続していない   No    -      - 

独自セキュリティポリシー 

策  定  の  有  無 

□ 策定している（ポリシーを一部添付） 

□ 策定していない 

ＬＡＮ構成略図    □ 別紙のとおり  


